
私の勤務する横川森林事務所は福島県南部の古殿町

にあり、約 2,800㌶の国有林を管理しています。

古殿町は阿武隈山系の標高 300～ 500㍍に位置し、 80

㌫が森林であり林業の町として栄えてきました。

国有林も人工林の割合が大きく木材生産が盛んであ

り、町を流れる鮫川を境に北側が大原森林事務所、南

側が私のいる横川森林事務所の管轄となっています。

当管内には、町のシンボルとして親しまれる鎌倉岳

と町最高峰の三株山があり、どちらも国有林内にあり

ます。

鎌倉岳（標高 669㍍）は町の中心部に位置し、古くは

山伏修験の霊山として信仰されていました。

山頂部一帯は鎌倉岳風景林となっており、ケヤキや

カツラの大木もみられ、山頂付近にある駒形神社の背

景林として風致的な役割を果たしています。

林内にある遊歩道は、ふくしまの遊歩道 50選に選ば

れており、イワウチワの群生地が有名です。

頂上へのアプローチは急な登山道と岩場の２ルート

あり、山頂からは眼下に町の中心部を見おろすことが

できます。

三株山（標高 842㍍）は、鎌倉岳とは対照的になだ

らかな三株高原にあります。山頂にある富士見台から

は、冬の空気の澄んだ晴れた日など条件が揃うと、遠

く離れた富士山を望むことができます。

また、展望台からは太平洋から阿武隈山系まで一望

できる素晴らしい眺望があり、四季折々の景色を楽し

めます。

管内の国有林は 70㌫が人工林で、生活区域とも近い

ことから、国有林の沢から水道を引いている民家も多

く、管内の人工林は木材生産の場であるとともに、地

域の水源地にもなっています。

今でこそ管内は人工林が多い地域となっております

が、昔のこの地域は馬の放牧地で、明治末期頃までは

毎年春になると山には無断で火入れが行われていたそ

うです。

しかしながら、明治末期から大正初期にかけて、営

林署（現在の森林管理署）がスギ、ヒノキを造林する

ようになってから火入れは次第に減り、営林署の指導

の甲斐もあって地域の造林熱が高まり、人工林が増え

ていきました。

当時からの林はほとんど残っておりませんが、大正

初期に植林され見本的なヒノキの林として宣伝・普及

を目的に設定された「三株ヒノキ展示林」にその姿を

見ることができます。

森林官２年目、当森林官としては５ヶ月と、まだま

だ駆け出しですが、４月から一緒に配置された地域技

術官とともに、協力しながら業務にあたっています。

先輩方、地域の方々によって育まれてきた森林を、

これからも適切に整備、管理し、次代に繋いでいける

よう努めたいと思います。
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